
 

 
Technical Data Sheet 

 

 

 

Shell Stamina Grease HDS  
シェル スタミナ グリース ＨＤＳ  

 
－ワイドレンジ・長寿命・極圧合成油グリース－ 

 
   シェル スタミナ グリース ＨＤＳ は、酸化安定性に優れた高粘度合成油をベースに、特殊ウレアを

増ちょう剤とする、ワイドレンジ・長寿命・極圧グリースです。 

   シェル スタミナ グリース ＨＤＳ は、厳選された極圧剤を含む各種添加剤を配合した高級極圧グリ

ースで、高温・高荷重で使用されるころがり軸受、すべり軸受等だけでなく、風力発電装置のような低

速・高荷重の大型機器や、定期的なメンテナンスの難しい場所にあるモーター軸受をはじめとした各

種設備の潤滑に優れた性能を示します。 

 

         使用温度範囲 ：  －４０ ～ １８０℃ 

 

  

■シェル スタミナ グリース ＨＤＳ の特徴  

１．耐熱・長寿命グリースです 

  シェル スタミナ グリース ＨＤＳ は、耐熱性、酸化安定性に優れていますので、従来の鉱油系ウレアグリースと

比較して、更なる長寿命グリースとして給油量の削減、メンテナンスの延長が期待出来ます。  

 

２．低温特性が優れています 
  シェル スタミナ グリース ＨＤＳ は、低温性に優れた合成基油を使用していますので、これまでの鉱油系グリー

スでは適応の難しかった－３０℃以下の条件でも優れた性能を発揮します。 

 

３．耐荷重性能が優れています 
  シェル スタミナ グリース ＨＤＳ は、最新の配合技術を応用した極圧添加剤を配合していますので、鉄鋼設備

や製紙機械、建設機械、セメント工場などの大型設備機器の過酷な潤滑箇所でも、優れた潤滑性能を発揮します。 

 

４．耐水性・機械的安定性・防錆性が優れています 
  シェル スタミナ グリース ＨＤＳ は、グリースの基本性能である耐水性や機械的安定性、防錆性のいずれも優

れた性能を有していますので、水の混入やせん断条件の厳しい使用環境でも良好な潤滑性を維持することが可

能です。 

 

５．低温・高荷重領域での油膜切れを防ぎます 
  シェル スタミナ グリース ＨＤＳ は、高粘度の合成油基油を使用していますので、風力発電や建設機械のよう

な低速・高荷重の運転条件でも潤滑面の直接接触を防ぎ、優れた潤滑性を維持します。 

 

  （※） シェル スタミナ グリース ＨＤＳ の使用実例 
・ 風力発電設備の主軸、旋回軸等 

・ 鉄鋼、製紙、セメント工場等の大型低速軸受 

・ 建設機械、塗装ラインのブロワーやコンベア 等など 

 



潤滑油・グリースのお問合せは……ルブカスタマーサービスセンター   0120-064-315 

 

 

 

シェル スタミナ グリース ＨＤＳ 代表性状 

試験項目 試験方法 ｼｪﾙ ｽﾀﾐﾅ ｸﾞﾘｰｽ ＨＤＳ 

増ちょう剤  ウレア 

外 観      淡茶色 

原

料

基

油 

タ イ プ  合成油 

動粘度

mm2/s 

＠40℃ 
JIS K 2283 

460 

＠100℃ - 

混和ちょう度 JIS K 2220 7. 300 

滴    点  ℃ JIS K 2220 8. 254 

離油度 （100℃×24ｈ） wt% JIS K 2220 11. 1.0 

         ＊代表性状値は、商品の改定により、予告せずに変わる場合があります。（2016-03）                

                   

シェル スタミナ グリース ＨＤＳ の 販売荷姿 ： ４００ｇ×２０  

                        

 

■使用上の留意点 

・給脂の際、機械の給脂口をきれいにし、新しいグリースを補給してください。出来るだけ機械を無負荷で運転し

ながら古いグリースが排出口などから出つくし、新しいグリースが出て来るまで十分に給脂してください。                                  

その後は、機械メーカーの指示を十分考慮し、定期的に給脂してください。 

・石けん基の異なるグリースを混ぜると、性能低下がおこりますのでご注意ください。なお、同じ石けん基グリー

ス同士の場合でも性能低下がおこることがありますので、異なる銘柄の混合使用はさけてください。 

・グリースはゴミなどのコンタミナント（汚染物）が混入すると、取り除くことができません。 

そのまま使用した場合、軸受、ギヤなどの異常摩耗、破損の原因となりますので取扱いに十分注意するととも

に容器の蓋をよく締め、直射日光のあたらない場所（屋内）に保管してください。 

・製品の海外輸出に際しては、輸出貿易管理令の該非判定だけではなく、その他の要件によって日本政府当局へ

の許可申請が必要になる場合があります。また、仕向け国の法規等により輸入制限を受ける場合がございます。

製品を自ら輸出されているお客様は、この点をご理解の上ご自身の責任で必要な措置を講じるようにお願い

いたします。ご不明な点がございましたら、ルブカスタマーサービスセンターまでお問い合わせください。 

 

 

 

 

※本資料は、事業者様向けに作成されたものです。 


